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   A 62-year-old male patient presented with a complaint of the lower abdominal distention. 
Ultrasonography demonstrated bilateral hydronephroses and a huge heterogeneous mass in the 
pelvic cavity. Excretory urogram showed left-non visualized kidney and right-hydronephrosis. CT 
showed a heterogenous mass, situating 25cm in diameter, adjacent to the left side of the bladder. 
Tumor resection was carried out on May 17th of 1994. Histopathological diagnosis of the surgical 
specimen was abdominal desmoid with HE stain. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 41: 821-823, 1995) 




腹部デスモイ ドの他,ケ ロイ ド,結節性筋膜炎,陰 茎










放置していた.排 尿は1日7か ら8何,う ち夜間排尿






































































維腫症,結 節性筋膜炎,手 掌線維腫症,若 年性腱膜線
維腫,足 底線維腫症,先 天性汎発性線維腫症,頸 部線




























られ る こ と も多 く,手 術 に 当 た って は 被 膜 を残 さ ない
よ うに 注意 す る必 要 が あ る.外 科 的 療 法 の 無効 例,あ
るい は再 発 例 に 放 射線 療法,化 学 療 法(dacarbazine,
doxorubicin,vincristine,cyclophosphamide,su-
lindac),ホル モ ン 療 法(tamoxifen,prednisone)
な ど の有 効 例 が報 告 され て い る4).本邦 に おけ る尿 路
通 過 障 害 を 伴 う腹 部 デス モ イ ドの報 告 は,著 者 が 調 べ
たか ぎ り吉 田 らの1例 のみ で あ った5).こ の こ とか ら
本 症 が 尿路 に影 響 を お よぼす こ とは きわ め て 稀で あ る
と思 わ れ るが,尿 路 通 過 障害 を有 す る症 例 に遭 遇 した











2)遠 城 寺 宗 知,岩 城 宏,小 松 京 子:線 維 腫 症,特
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